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巻 頭 言

若者たちによる新たな

世界経済秩序の形成を
公立大学法人国際教養大学 理事長・学長

モンテ･カセム

ウクライナとガザでの紛争は，エネルギーや

食料の価格高騰を惹起し世界中の家計を圧迫し

ている。このことは，今日の私たちがいかに相

互につながっているか，そして国家の安全保障

の根幹をなす必需品でさえ，国境を越えた貿易

にいかに依存しているかを如実に示している。

国際貿易と投資は，私たちの国民経済の基盤に

入り込み，グローバル・サウスの経済の急伸に

も拍車をかけている。2023 年は，G7 の購買力

平価 GDP の合計が，ブラジル，ロシア，イン

ド，中国，南アフリカの合計に抜かれた年で

あった。これは世界の貿易と投資の未来にとっ

て，ターニングポイントであったに違いない。

このような状況の中で，日本のコミットメント

はどこに位置づけられるのだろうか。

グローバル・サウスは，今後数十年の間に世

界の富の多くを生み出すことが予想される一方

で，これらの国々における貧富の差の拡大が懸

念される。富の創造・分配両面で正義が求めら

れよう。日本は，人道支援，人材育成，インフ

ラ投資を含むポートフォリオを通じグローバ

ル・サウスにおける諸問題の緩和に努め，多く

の発展途上国や新興国から信頼を得てきた。こ

の信頼により，日本は G7 とグローバル・サウ

スをつなぐ架け橋として位置づけられている。

誰一人取り残されない，公正で公平な世界経済

秩序への移行というストレスと緊張の中で，国

際貿易と投資は極めて影響力のある手段だ。

しかし，相次ぐ地域紛争や国際的な海賊行為

が貿易の流れを不安定にし，集団的安全保障の

必要性が叫ばれている。科学技術の飛躍的な変

革は新たな課題をもたらすが，同時に脱炭化水

素エネルギー源など新たな革新的技術が計り知

れない恩恵ももたらすだろう。知的資本への投

資は様々な課題に対応する鍵となる。日本の官

民組織は，国内外の大学や研究機関とネット

ワークを構築し，若者たちの国境を越えた連携

を促進することで，それを有効に活用すること

ができる。これにより，より幸せな明日が形作

られるに違いない。

ミレニアル世代と Z 世代の豊饒で機敏な頭

脳にとって，世界の平和と繁栄を育む知的資本

と制度を創造することは爽快な展望に違いな

い。そして，テクノロジーとデザインが人類と

自然に出会う接点は，驚くべき発明と新たな富

を生み出す場所となるだろう。グリーン・デジ

タル変革と，ブロックチェーン技術や非可溶

トークンの新たな取引変革は，産業と社会に新

たな推進力を加えるだろう。公正で公平な貿

易・投資に貢献するため，国境を越えた優秀な

タレントプールを動員し，その創造性豊かなア

ウトプットを導くことは，誰一人取り残されな

い新たな世界経済秩序の形成に対する日本の貢

献となりうる。

（Monte CASSIM）


